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１．はじめに①

＊労働安全衛生法が施行されて、４０年が経ち、事業場における
労働衛生管理のレベルは施行前に較べると、格段に良くなって
来ている。

＊労働衛生管理３管理の中の作業環境管理についても、安衛法

６５条の測定が定着することにより、職場環境の改善は急速に進
んでおり、作業環境測定結果の評価の推移を見ても、環境の良
好な第一管理区分の割合が増加してきている。
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１．はじめに②

＊しかし、まだ改善が必要とされる作業場も多く、更に改善を進め
るには作業環境管理の「見える化」を進めることが必要である。

＊事業場において、危険有害性の特定、リスクの見積もり、リスク
の低減化を進めるには外部の支援を受けると共に、企業内でﾘ
ｽｸを見える化し、リスクを共有するリスクコミュニケーションを図
ることが大切である。

＊今回、事業場における作業環境管理のリスクコミュニケーション
の状態を把握するため、アンケート調査を実施し、現状を分析
すると共に、課題について求めたので報告する。
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（１）アンケート調査の方法

当財団で作業環境測定等を実施している有機溶剤取り扱い事業
場並びに病院関係の事業場合わせて２８０社を対象に労働衛生
管理体制並びに労働衛生管理の状況、特に有機溶剤中毒予防
規則及び特定化学物質障害防止規則に義務付けのある各項目
についての実施状況等を中心にアンケート調査を実施した。

①労働衛管理体制については総括安全衛生管理者、産業医、衛生
管理者、安全衛生推進者の選任、安全衛生委員会の開催、有害
業務の有無及び産業医の巡視について調査した。
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（１）アンケート調査の方法

②有機溶剤中毒予防規則に関する項目では、有機溶剤作業主任
者の選任及び掲示、有機溶剤の表示及び人体への作用並びに
取扱い上の注意事項の掲示、保護具の掲示・着用、ＳＤＳの保管、
局所排気装置の設置・点検・記録の保管、全体換気装置の設置、
作業環境測定の実施・結果の保管・周知及び第３管理区分の作
業場への女性就労の禁止、特殊健康診断の実施・結果の保存及
び個人への通知について行った。

③特定化学物質障害予防規則に関する項目では、特定化学物質作
業主任者の選任及び掲示、管理物質の掲示及び人体への作用
並びに取扱い上の注意事項の掲示、保護具の掲示・着用、禁煙・
飲食の禁止、ＳＤＳの保管、局所排気装置の設置・点検・記録の
保管、全体換気装置の設置、作業環境測定の実施・結果の保
管・周知及び第３管理区分の作業場への女性就労の禁止、特殊
健康診断の実施・結果の保存及び個人への通知について行った。
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

１）アンケート調査の回収率について

表１に示すとおり、主に有機溶剤を取り扱う製造事業場では対象１６０社に対し
て回答は５２社と回収率は３３%であり、低かった。

病院関係においても、対象事業場１２０社に対して回答は３５社と回収率は２
９％であった。年始早々の１月に実施したのも影響しているものと思われる

表１アンケート調査の回収結果

対象事業場種別
対象事
業場数

回答数

回収率
計

内訳

有機溶
剤取扱

特化物
取扱

有機溶剤・特定化学物質取り扱い事業場
（主に製造業）

160 52 51 30 33%

病院関係事業場 120 35 21 32 29%

計 280 87 72 62 31%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

２）労働衛生管理体制について①

表２に示すとおり、大規模事業場に義務付けている総括安全管理者の選任及び
小規模事業場に義務付けている安全衛生推進者については病院関係の事業
場が該当しなかったためか選任は低かった。有機溶剤取扱い製造事業場では
７０％前後であった。

表２ 労働衛生管理体制に関する調査結果

有機溶剤・特定化学物質取り
扱い事業場（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

1
総括安全衛生管理者の
選任

73% 27% 0% 51% 46% 3%

2産業医の選任 77% 23% 0% 83% 17% 0%

3衛生管理者の選任 77% 23% 0% 80% 20% 0%

4安全衛生推進者の選任 67% 31% 2% 34% 60% 6%
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有機溶剤・特定化学物質取り扱い事業場（主
に製造業）

病院関係事業場

定期 不定期
問題発
生時の
み

未実施 無回答 定期 不定期
問題発
生時の
み

未実施 無回答

5 安全衛生委員会の開催 73% 15% 4% 6% 0% 77% 6% 6% 11% 0%

毎月
数ヶ月に
1回

年に数
回

ほぼ来
ない

無回答 毎月
数ヶ月に
1回

年に数
回

ほぼ来
ない

無回答

7
産業医の活動(職場巡視・衛生委
員会参加) 40% 19% 13% 23% 4% 66% 3% 11% 14% 6%

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

8 一般健康診断の実施 100% 0% 0% 100% 0% 0%

定期 不定期 未実施 無回答 定期 不定期 未実施 無回答

9 特殊健康診断の実施 94% 2% 2% 2% 80% 6% 14% 0%

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

10 健康教育の実施 75% 25% 0% 57% 43% 0%9

２.アンケート調査による事業場における労働衛生管理の「見える化」の現状
（２）アンケート調査結果
１）労働衛生管理体制について②
一般健康診断、特殊健康診断の実施率は、下表の通り、有機溶剤取扱い事業場と病院関係共に

実施率は高かったが、安全衛生委員会の開催や健康教育の実施率は７５%前後であった。反対に、
産業医活動の実施率は製造事業場で４０%と低く、かつ医師のいる病院関係でも６６%と低かった。
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

３）有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果について①
表３に示すとおり、有機溶剤取扱い作業場の有規則に義務付けのある項目に対
する遵守率は９０％を超えており、非常に良かったが、病院関係では遵守率が
低かった。有機溶剤に対する取り組みが遅れていると考えられる

表３ 有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果

有機溶剤中毒予防規則に義務付けられてい
る項目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

1 有機溶剤取り扱い作業主任者の選任 98% 2% 0% 81% 19% 0%

2 有機溶剤取り扱い作業主任者の掲示 98% 2% 0% 67% 33% 0%

3 有機溶剤の区分の表示 92% 8% 0% 57% 43% 0%

4 有機溶剤の人体への作用の掲示 96% 4% 0% 57% 38% 5%

5 有機溶剤取り扱い上の注意事項の掲示 96% 4% 0% 67% 33% 0%

6 保護具の掲示 86% 14% 0% 62% 38% 0%

7 保護具の常備、着用 96% 4% 0% 76% 14% 10%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

３）有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果について②
表４に示すとおり、有機溶剤取扱い事業場はＳＤＳの保管や局排の設置・定ついて

は良かったが、ＳＤＳの周知や局排の点検記録の保存は低かった。

また、病院関係では局排・全換の設置は良いものの、他はすべて低かった。

表４ 有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果

有機溶剤中毒予防規則に義務付けら
れている項目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

8 化学物質安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(SDS)の保管 90% 10% 0% 67% 33% 0%

9 化学物質安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(SDS)の周知 84% 14% 2% 67% 33% 0%

10局所排気装置(局排)の設置 92% 8% 0% 81% 19% 0%

11局排定期点検(1回/年) 90% 8% 2% 52% 43% 5%

12局排点検記録の保存 76% 20% 4% 48% 48% 5%

13全体換気の設置 84% 14% 2% 86% 14% 0%

121212

２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

３）有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果について③

有機溶剤取扱い事業場では図５に示すとおり、作業環境測定実施率、健康診断の
実施及び通知は高かっが、測定結果の通知や女性就労禁止の把握は低かった。
また、病院関係では測定実施・保管は良かったが、周知率は低かった

表５ 有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果

有機溶剤中毒予防規則に義務付けられて
いる項目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答
14 作業環境測定の実施 96% 2% 2% 95% 5% 0%

15 作業環境測定結果の保存 98% 0% 2% 95% 5% 0%

16
作業環境測定結果の周知(第2･3管理区
分時)

86% 12% 2% 71% 29% 0%

17
法改正(第3管理区分時の女性就業禁
止)の把握

69% 31% 0% 81% 19% 0%

18
特殊健康診断（配置替え時・定期）の受
診

92% 8% 0% 86% 14% 0%

19 特殊健康診断の結果の保存 96% 4% 0% 86% 10% 5%

20 特殊健康診断の結果の個人への通知 98% 0% 2% 86% 5% 10%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

４）特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果について①

有機溶剤取扱い作業場の特化則に義務付けのある項目については表６の通り、
保護具の着用を除いて６０～７０％と低かった。反対に病院関係では特化物の使用
が多いため、禁煙・飲食禁止の表示以外は８０％を超えていた。

表６ 特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果

特定化学物質障害予防規則に義務付けられて
いる項目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答
1 特定化学物質取り扱い作業主任者の選任 77% 20% 3% 84% 13% 3%
2 特定化学物質取り扱い作業主任者の掲示 67% 30% 3% 81% 16% 3%

3 管理物質の掲示 60% 40% 0% 84% 13% 3%
4 特定化学物質の人体への作用の掲示 60% 40% 0% 84% 13% 3%
5 特定化学物質取り扱い上の注意事項の掲示 60% 40% 0% 88% 9% 3%
6 保護具の掲示 67% 33% 0% 91% 9% 0%
7 保護具の常備、着用 97% 3% 0% 97% 0% 3%

8 禁煙・飲食禁止の表示 70% 30% 0% 63% 38% 0%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（２）アンケート調査結果

４）特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果について②
有機溶剤取扱い作業場の特化則に義務付けのある項目については表７の通り、

全体換気装置の設置を除き、他の項目は９０％を超えていた。反対に病院関係
では全換・局排の設置は８１％、９４％と高かったが、ＳＤＳの保管・周知や局排の
点検・記録保存は４０～６０％と低かった。

表７ 特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果

特定化学物質障害予防規則に義務付け
られている項目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

9 化学物質安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(SDS)の保管 90% 10% 3% 63% 28% 9%

10 化学物質安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(SDS)の周知 93% 7% 0% 56% 38% 6%

11 局所排気装置(局排)の設置 93% 7% 0% 81% 19% 0%

12 局排定期点検(1回/年) 93% 3% 3% 56% 41% 3%

13 局排点検記録の保存 93% 3% 3% 44% 41% 16%

14 全体換気の設置 83% 17% 0% 94% 6% 0%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状
（２）アンケート調査結果
４）特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果について③

表８に示すとおり、有機溶剤取扱い作業場では、特殊健診の実施・保管は９０％
を超えていたが、個人への通知は６３％低く、作業環境測定に関しては、第３管
理区分時の女性就労禁止の周知が低かった。反対に病院関係では、測定に関し
ては良かったが、健診に関して受診、通知も低かった。

表８ 特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果

特定化学物質障害予防規則に義務付けられている項
目

有機溶剤取り扱い事業場
（主に製造業）

病院関係事業場

実施率 未実施率 無回答 実施率 未実施率 無回答

15 作業環境測定の実施 83% 10% 7% 94% 3% 3%

16 作業環境測定結果の保存 83% 10% 7% 97% 3% 0%

17 作業環境測定結果の周知(第2･3管理区分時) 87% 7% 7% 81% 16% 3%

18 法改正(第3管理区分時の女性就業禁止)の把握 63% 33% 3% 75% 22% 3%

19 特殊健康診断（配置替え時・定期）の受診 93% 3% 3% 78% 19% 3%

20 特殊健康診断の結果の保存 97% 0% 3% 88% 9% 3%

21 特殊健康診断の結果の個人への通知 63% 0% 37% 59% 6% 34%
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（３）アンケート調査結果のまとめ①

１）アンケート調査の回収率について

アンケート調査の回収率は３０％前後と低かった

２）労働衛生管理体制について

①大規模事業場に義務付けている総括安全衛生管理者と小規模事業場に義
務付けている安全衛生推進者については病院関係では規模的に該当する事
業場が少なかったため、低かったと思われる。

②一般健康診断、特殊健康診断の実施率は、有機溶剤取扱い事業場と病院
関係ともに実施率は高かったが、安全衛生委員会の開催や健康教育の実施
率は７５%前後であった。反対に、産業医活動の実施率は製造事業場で４
０%と低く、かつ医師のいる病院関係でも６６%と低かった
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（３）アンケート調査結果のまとめ②

３）有機溶剤中毒予防規則に関する実態調査結果について

①有機溶剤取扱い作業場の有規則に義務付けのある項目に対
する遵守率は９０％を超えており、非常に良かったが、病院関係
では遵守率が低かった。有機溶剤に対する取り組みが遅れてい
ると考えられる

②有機溶剤取扱い事業場はＳＤＳの保管や局排の設置・点検は
良かったが、ＳＤＳの周知や局排点検記録の保管は低かった。ま
た、局排・全換設置は良いものの、他はすべて低かった。

③有機溶剤取扱い事業場では作業環境測定実施率、健康診断
の実施及び通知は高かっが、測定結果の通知や女性就労禁止
の把握は低かった。また、環境測定実施率や保管は良かったが、
結果の周知率は低かった。

1818

２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（３）アンケート調査結果のまとめ③

３）特定化学物質障害防止規則に関する実態調査結果について

①有機溶剤取扱い作業場の特化則に義務付けのある項目については保護具の
着用を除いて６０～７０％と低かった。反対に病院関係では特化物の使用が多
いため、禁煙・飲食禁止の表示以外は８０％を超えていた。

②有機溶剤取扱い作業場では、全体換気装置の設置を除く、他の項目は９０％
を超えていた。反対に病院関係では全換、局排装置の設置は８１と９４％と高
かったが、 他の項目はＳＤＳの保管・周知や局排点検・記録保管は４０％～６
０％と低かった。

③有機溶剤取扱い作業場では、特殊健診の実施・保管は９０％を超えていたが、
個人への通知は低く、作業環境測定に関しては、第３管理区分の就労禁止の
周知が低かった。反対に病院関係では、測定に関しては良かったが、健診に関
して受診、通知も低かった。
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２．アンケート調査による事業場における
労働衛生管理の「見える化」の現状

（３）アンケート調査結果のまとめ④

４）全体について
①作業主任者の選任、有機溶剤の区分、有害物の人体への作用や取扱い上の
注意事項などの掲示について、有機溶剤取扱い作業場では、非常に実施率が
高いが、病院関係では法規制が遅れたため、それらの対応が遅れたものと思
われる。しかし、今後、それらの周知とともに上がるものと思われます。

②また局排・全換の設置や作業環境測定の実施、特殊健康診断の実施について
も、有機溶剤取扱い作業場、病院関係でも、実施率は高かったが、その結果の
周知やＳＤＳの保管・周知等「見える化」（リスクコミュニケーション）に関する取り
組みについては未だ低い状態であった。

③有機溶剤取扱い作業場、病院関係とも、法的義務付けのあるものの中でも、
形式的な項目については法の遵守率が高いのに、ＳＤＳを中心にしたリスクア
セスメント等の自主的、かつ組織的な取り組みとなると、低くなっており、リスク
アセスメントの趣旨や考え方が未だ十分理解されていないし、かつ取り組まれ
ていないように思われる。

今後、現場から安全衛生スタッフ、事業主を含めたリスクアセスメントの実施とリ
スクコミュニケーシュン（見える化）の推進を図ることが必要だと思われる。

2020

３．作業環境管理の「見える化」の事例
（１）リスクアセスメント「リスクの見える化（リスクの特定・共有）」に係わ
るばく露量推定のための計測・評価法

１．取り扱い物質の消費量を利用した方法

取り扱う物質の量が全部蒸発して作業場の空間に拡散したと考えて、環境空気中の濃度
を求めてリスク評価を行う方法

２．個人サンプラーによるばく露濃度を利用した方法

ばく露濃度を測定し、許容濃度やばく露限界値と比較して評価を行う方法

３．生物学的モニタリングを利用した方法

生物学的モニタリング値を生物学的ばく露指標、許容濃度と照らし合わせてばく露濃度を
推定して評価を行う方法

４．作業環境測定を利用した方法(法的義務付けのある）

作業環境測定結果を管理濃度と比較して評価する方法
５．個人サンプラーによる作業環境測定を利用した方法(屋外作業場）

作業者に個人サンプラーを装着させて測定し、その測定結果を

作業環境評価基準に従って評価する方法

（第24回作業環境測定研究発表会ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、2003.10.10）

2121

作業環境管理の流れ

環境の改善
（対策）

作業環境測定
（情報の収集）

環境の評価（基準に対して判断）

・工学的対策
・個別的対策
・医学的対策

作業環境測定法
作業環境測定基準
・単位作業場所

の決定
・等間隔系統抽出
・分析及び解析

作業環境評価基準
・管理濃度の設定
・Ａ測定による評価
・Ｂ測定による評価

作業環境
管理の目的

・労働者の健康
の保守

・快適な職場環
境の保守

plan

do

check

act

2222

（２）作業環境測定を用いた
リスクアセスメントの「見える化」の流れ

１．有害業務の洗い出し（危険源の特定）

・対象環境の概況調査

・対象有害因子の特性・挙動や生物学的作用の把握

・測定対象物質の決定

２．デザイン（範囲の特定）

・単位作業場所の設定

（結果の適用範囲の決定）

有害物の分布状況（発生の可能性）

作業者の行動範囲（危害の重大性の「作業者数」）

・測定日の設定（発生の可能性）

（１日測定、２日間測定）

・測定条件の設定

・測定点の設定

2323

３．作業環境測定（発生の可能性評価）

・Ａ測定（著しく濃度変動がない区域）

・Ｂ測定(濃度が最も高くなると思われる時間と作業位置）

（サンプリング、分析）

４．管理濃度（有害性の程度）

危害の重大性評価基準

５．評価（リスクの評価）

・Ａ測定：ＥＡ１、ＥＡ２と管理濃度（Ｅ）

・Ｂ測定：ＣＢとＥ、１.５Ｅ

2424

６．管理区分の決定（リスクの判定）

優先順位の決定

第１管理区分：容認できるリスク

（継続的維持）

第２管理区分：判定できない

（努力義務、点検・改善措置）

第３管理区分：容認できないリスク

（直ちに、点検・改善措置）

７．対策（リスクの低減）

・管理区分による改善措置の実施

８．改善効果の確認（リスクの見直し）

・作業環境測定
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３．作業環境管理の「見える化」の事例
（３）作業環境測定を用いたリスクアセスメントの「見える化」の流れ(表）

工程 事業場の取り組み 測定機関の提言

有害業務の特
定(リスクの特
洗い出し）

①対象環境の現状調査
②対象有害因子の把握

③作業環境測定物質の決定

①現場における聞き取り調査
②ＳＤＳ等の利用周知の勧奨

③法規制遵守の指導

デザイン
（測定計画）

①測定範囲の確認
②定期測定の確認

①作業環境測定基準の内容説明
②法令順守事項等の説明

作業環境測定

①測定条件の確認
②定期測定の確認

①作業環境測定基準の説明
②通常作業状態の確認と測定実施の説明

評価
(リスク評価）

①測定結果の確認
②測定結果の現場への周知

③安全衛生委員課への報告及び協議

①作業環境測定評価基準の説明
②作業環境測定結果の説明と周知の指導
③安全衛生委員会への報告と協議の指導

対策
(リスクの低減）

①リスク低減対策の検討
②安全衛生委員会への提案及び協議

③安全衛生会議への提案、審議及び対策施

①作業環境の問題点及び対策の検討
②安全衛生委員会へのの改善対策等の提

案及び協議
③安全衛生会議等による改善対策の決定

ﾘｽｸの見直し
①定期の測定実施による管理の継続

②残存リスクの確認周知
①定期測定等の法令順守の説明
②リスクアセスメント推進の勧奨

26

３．作業環境管理の「見える化」の事例
（３）作業環境測定を用いたリスクアセスメントの「見える化」の実施例
１）ポリアセタール樹脂成形場の作業環境管理の「見える化」の事例

当センターの過去の調査において、ポリアセタール樹脂の加熱に
よりホルムアルデヒドガスが発散し、状況によっては作業環境中
のホルムアルデヒド濃度が高くなることを把握していた。

今回は、ポリアセタール樹脂によるプラスチッ成形を行っている
作業場において、当センターの測定士と事業場の衛生管理スタッ
フが協力して法規制の掛かっていないホルムアルデヒドについて、
その発散源の特定、測定・評価及びその改善対策に至るまでのリ
スクアセスメントを実施したので、その事例について報告する。

27

作業場概要
・作業場は難燃性ビニールクロスによる間仕切り(天井面含む)

（縦6ｍ×横8.5ｍ×高4ｍ）
・成形機４機を縦横２列に並べて設置。

作業場見取図

[3号機]

[2号機]

[1号機]

天吊エアコン

ドライヤー

[4号機]

ドライヤー

ダクトによる排気口

ドライヤー

ドライヤー

壁面３面及び天井面はﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽにより間仕切り

28

◎現状分析 現状把握

作業環境測定機関
（測定士）

現状聞き取り

測定実施提案

測定実施依頼

測定実施時に樹脂
成形場の作業者に

聞き取り調査を行い、
ホルムアルデヒド発散を

確認した
（法的義務付けなし）

①ホルムアルデヒド測定
実施の提案

①ホルムアルデヒド発散
の把握

事業場

３．作業環境管理の「見える化」の事例

（２）作業環境測定を用いたリスクアセスメントの「見える化」の事例

２）ポリアセタール樹脂成形場の作業環境管理の「見える化」の事例①(ＳＴ①開始）

現場

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理組織

衛生管理者

（産業医）

（産業保健師）

法的義務付けはない
が、現状を把握するた
め測定実施を提案した。
現状把握するため測
定実施の依頼あり。

事業主

総括安全衛生責
任者

29

[3号機]

[2号機]

[1号機] 扉：閉

扉：閉

扉：閉

天吊エアコン

(稼働)

ドライヤー

① ②

④

③

⑤

(稼働)

(稼働)

成形後品
成形後品

成形後品

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

成形後品

(稼働)

箱詰め
・計量

伝票処理

[4号機]
(稼働)

ドライヤー

ダクトによる排気口

ドライヤー

ドライヤー

退場

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

改善前の作業環境測定

EA1：5.169ppm

EA2：1.704ppm

E ：0.1ppm

第３管理区分

1.6821.724

1.7261.785

1.702

30

◎現状分析
作業環境測定の実施

作業環境測定機関
（測定士）

作業環境測定結果の説明

・測定の実施
・測定結果、現状で
は防毒マスクの着
用を勧める。

①環境気中のホルムア
ルデヒドの測定結果の説
明

①環境気中のホルムア
ルデヒド濃度の把握

事業場

３．作業環境管理の「見える化」の事例

（２）作業環境を用いたリスクアセスメントの「見える化」の事例

３）ポリアセタール樹脂成形場の作業環境管理の「見える化」の事例②(ＳＴ②リスクの特
定）

現場

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理組織

衛生管理者

（産業医）

（産業保健師）

・測定結果を説明し、
作業環境改善の必
要性を提案した。
・現場に結果を説明
し、防毒マスクの着
用を指導してもらう。

事業主

総括安全衛生責
任者

職場巡視・
問題共有



6

31

第３管理区分作業場としての対応策

●局所排気装置の設置

●入場時の防毒マスク着用の義務付け

多大な費用がかかるため、早々の設置は困難
予算取りをして次年度に設置を行う

早急に購入して、作業者に周知徹底を行う
マスク管理マニュアルを作成する

32

[3号機]

[2号機]

[1号機]

天吊エアコン

給気口給気口給気口給気口

[4号機]

排風機

床上排気口

床上排気口

局所排気装置の系統線見取り図

33

◎現状分析
対策案の検討

作業環境測定機関
（測定士）

対策案の提出

確認のための測定依頼

対策案の提出

現状の換気装置の確認
と改善案の検討

①対策案の提出

①現状の換気装置の確
認と改善案の検討

②改善後の確認のため
の測定実施

事業場

３．作業環境管理の「見える化」の事例
（２）作業環境を用いたリスクアセスメントの「見える化」の事例

４）ポリアセタール樹脂成形場の作業環境管理の「見える化」の事例③（ＳＴ③ﾘｽｸの共有）

現場

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理組織

衛生管理者

（産業医）

（産業保健師）

対策案を説明し、安
全衛生委員会で協議
し、安全衛生会議で
審議してもらう。

事業主

総括安全衛生責
任者

職場巡視・
問題共有

安全衛生会議・
問題共有

予算がなく、次年度に
責任者の承認を得る

34

[3号機]

[2号機]

[1号機] 扉：閉

扉：閉

扉：閉

天吊エアコン

(稼働)

ドライヤー

① ②

④

③

⑤

(稼働)

(稼働)

成形後品
成形後品

成形後品

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

床上排気口 床上排気口

成形後品

(稼働)

箱詰め
・計量

伝票処理

[4号機]
(稼働)

ドライヤー
ドライヤー

ドライヤー

退場

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

隙間風

給気口給気口給気口給気口

局排設置後の作業環境測定結果

EA1：0.184ppm

EA2：0.073ppm

E ：0.1ppm

第２管理区分

0.0360.076

0.0450.069

0.059

35

２回目の測定結果を受けての考察

●局排設置方法の再検討

成形箇所から発散するホルムアルデヒドを
効率的に捕集できるフードが必要。

フードを金型上部に設置する
ことが有効と判断

成形箇所周辺で濃度測定を行い、
有効なフード位置・形状を再検討する。

36

◎現状分析
対策案の検討

作業環境測定機関
（測定士）

対策案の提出

確認のための測定依頼

対策案の提出

現状の換気装置の確認
と改善案の検討

①対策案の提出

局排の設置方法等フード
の改良案の提出

①現状の換気装置の確
認と改善案の検討

②改善後の確認のため
の測定実施

事業場

３．作業環境管理の「見える化」の事例
（２）作業環境を用いたリスクアセスメントの「見える化」の事例

５）ポリアセタール樹脂成形場の作業環境管理の「見える化」の事例④（ＳＴﾘｽｸの見直
し）

現場

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理組織

衛生管理者

（産業医）

（産業保健師）

対策案を説明し、安
全衛生委員会で協議
し、安全衛生会議で
審議してもらう。

事業主

総括安全衛生責
任者

職場巡視・
問題共有

安全衛生会議・
問題共有

責任者の承認を得る
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フードの成形金型上部への 移動(仮)

（1号機）

38

[3号機]

[2号機]

[1号機] 扉：閉

扉：閉

扉：閉

天吊エアコン

(稼働)

ドライヤー

① ②

④

③

⑤

(稼働)

(稼働)

成形後品
成形後品

成形後品

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘ

床上排気口 床上排気口

成形後品

(稼働)

箱詰め
・計量

伝票処理

[4号機]
(稼働)

ドライヤー
ドライヤー

ドライヤー

退場

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

ｶﾞﾗﾘ：閉

隙間風

給気口給気口給気口給気口

フード、ダクト配置変更後の作業環境測定結果

0.0230.040

0.0310.036

0.033

EA1：0.101ppm

EA2：0.041ppm

E ：0.1ppm

第２管理区分

39

改善前、設置後、改良後の作業環境測定結果の比較

改善状況

M１

σ１

EA１

EA２

改善前
局排設置
(ﾌｰﾄﾞ変更)

局排設置

1.723

1.02

5.169

2.154

0.055

1.36

0.184

0.073

0.032

1.23

0.101

0.041

評価 Ⅲ Ⅱ Ⅱ

40

改良後の測定結果を受けての考察

●成形箇所以外の発生源対策

成形箇所以外の発生源対策も進めて、
更なる濃度低減を図る。

今後、成形後品回収BOXに局排
を設置することも必要

成形箇所以外の発生源と考えられる
箇所からどの程度の濃度が発散して
いるのかを確認する。

41

局所排気装置の最終的な改善案（発散源密閉化対
策）

成形後製品
回収ＢＯＸ

ＮＧ品回収
ＢＯＸ

成形金型

バリ回収
ＢＯＸ

口を出来るだけ塞ぐ→

50mmφ程度のダクトを２本枝分け

ダクト先を袋の中に入れる→

42

まとめ
●改善措置について

①成形箇所から発散するホルムアルデヒドについては金型上部に
フードを設置することが有効である（外乱気流が発生しないよ
うな措置を講ずる）。

②また、フードは外乱気流の影響を受けにくい形状のものを選定
する。フードの排風量は13m3/minあればよい. ③
成形直後の製品からの発散を抑制するため、成形後品回収
箇所にも局排を設置することが必要である（当該作業場では次
回までに改善予定）。

●作業環境管理の「見える化」の流れ
①現場における、有害業務(ホルムアルデヒド取扱い）の特定

と共有の認識（現場と衛生スタッフによる共有認識）
②リスクアセスメント（測定及び評価）の実施（安全衛生委員会
の協議等によるリスクの組織内での共有認識）
③リスク低減措置（改善対策）（安全衛生会議での審議・決定）
④残存リスクの確認（継続管理）（現場とスッタフの共有認識）
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4343

４．作業環境管理における「見える化」の課題

（１）事業場における作業環境管理の「見える化」の課題

１）現場における作業環境管理の現状の「見える化」の推進

＊有害物質のＳＤＳ等による管理・掲示の推進

＊安衛法や有機則等の法遵守の推進(有機作業主任者や測定結果の掲示）

＊リスクの確認と残存リスクの共有する（現場内で）

２）事業場の衛生管理スタッフ活動における作業環境管理の「見える化」の推進

＊現場の職場巡視を定期的に実施して、作業環境管理に関する現状の把握
を行うとともに、リスクの共有を図る（現場とスタッフが共有）

＊安全衛生管理計画と運用の作業環境管理における見える化の推進（安全
衛生委員会や安全衛生会議で測定・評価の報告と周知の推進）

３）事業場の事業主における作業環境管理の現状の「見える化」推進

＊安全衛生方針の表明（全社員に明らかにする）

＊安全衛生委員会や安全衛生会議における審議・決定の「見える化」 の推
進（審議・決定の公正・公平化を図る）

4444

事業場における作業環境管理の「見える化」推進の仕組み①(ＳＴ①各階層の個別の活動）

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理者等

産業医

産業保健師

測定士

総括安全衛生
責任者

現場

衛生管
理組織

事業主

作業前の点検

作業ﾏﾆｭｱﾙの遵守

作業主任者による点検

作業環境管理計画の作成

作業環境管理の実施・運用

安全衛生委員会の開催

安全衛生方針の表明

作業環境管理の推進

4545

事業場における作業環境管理の「見える化」推進の仕組み②（ＳＴ②他の階層との共有化）

現場

衛生管
理組織

事業主

安全衛生会議

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理者等

産業医

産業保健師

測定士

総括安全衛生
責任者

作業前の点検

作業ﾏﾆｭｱﾙの遵守

作業主任者による点検

作業環境管理計画の作成

作業環境管理の実施・運用

安全衛生委員会の開催

安全衛生方針の表明

作業環境管理の推進

4646

事業場における作業環境管理の「見える化」推進の仕組み③（ＳＴ④組織全体による共有化）

現場

衛生管
理組織

事業主

安全衛生
会議

現場

衛生管理組織

事業主

ﾗｲﾝ管理監督者

作業主任者

作業者

衛生管理者等

産業医

産業保健師

測定士

総括安全衛生
責任者

作業前の点検

作業ﾏﾆｭｱﾙ遵守

作業主任者による点検

作業環境管理
計画の作成

作業環境管理
の実施・運用

安全衛生委員
会の開催

安全衛生方針の表明

作業環境管理の推進

安全衛生
委員会

47

４．作業環境管理における「見える化」の課題
（２）測定機関の事業場に対する作業環境管理の「見える化」推進の課題

１）作業環境管理の「見える化」推進の仕組み

◎現状分析
現場

衛生管
理組織

事業主

（測定士）

総括安全衛生
責任者

要望・聞き取り

作業環境測定機関

指導・アドバイス

提案・アドバイス

相談・依頼

・設備・作業方法の
把握

提案・推奨

相談・依頼

◎対策検討

職場巡視・
問題共有

安全衛生会議

衛生管理者
産業医

産業保健師

ライン管理監督者
作業主任者
作業者

・設備・作業方法の検討

・対策案の作成

・作業環境測定の実施
及び測定結果の検討

事業場

4848

４．作業環境管理における「見える化」の課題

（２）作業環境測定機関における作業環境管理の「見える化」の課題

１）事業場の現場における作業環境管理の現状の「見える化」推進

＊有害物質のＳＤＳ等による管理・掲示の推進（別表の特化物の掲示）

＊チェックリスト（次表）を用いて法遵守の実施率の向上(別表のチェックリスト）

＊リスクの確認と残存リスクの共有

２）事業場の衛生管理スタッフ活動における作業環境管理の「見える化」の推進

＊安全衛生管理計画と運用の作業環境管理における見える化の推進（測定・評価
の定期的実施と周知の推進）

３）事業場の事業主における作業環境管理の現状の「見える化」推進

＊安全衛生方針の表明

＊安全衛生委員会や安全衛生会議における審議・決定の「見える化」 の推進
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4949

5050


